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スポーツ行動の予測因に関する研究（2）

一心理的・身体的要因について一

徳　永　幹　雄＊　橋　本　公　雄＊＊

金　崎　良　三＊　多々納　秀　雄＊

AStudy　on　the　Factors　Predicting　Sport　Behavior（2）：

　　　Analysis　of　Psychological　and　Physical　Factors

Mikio　TOKUNAGA＊　Kimio　HASHIMOTO＊＊

Ryozo　KANEZAKI＊　　Hideo　TATANO＊

　　The　purpose　of　this　study　is　to　examine　the　psychological　and　physical　factors　that　are

contribu　tory　to　the　sport　behavior．　Aquestionnaire　was　administered　to　270　male　and　292

female　students　of　some　universities　and　junior　colleges　in　Fukuoka　city，　from　December　in

1979to　February　in　1980．　The　data　were　analyzed　by　Hayashi’s　quantification　theory　（ll）．

　　Main　results　are　summarized　as　f　ollt細s：

1．　As　high　correlation　ratios　were　f　ound　in　males（η＝＝．818）and　females（η＝．756），　it　was

　verified　that　these　variable　s　were　very　effective　to　predict　the　sport　behavior．

2．　The　variables　concerning　the　attitude　and　personality　of　males　were　m　ore　strongly

　contributory　to　the　sport　behavior　than　those　of　females．　Other　variables，　i．　e．，　belief，

behavioral　intention　and　physical　factors，　showed　s㎞ilar　tendencies　between　males　and

　females．

3．Atotal　of　70　variables　consisted　of　60　psychological　and　10　physical　factors　could　caref　ully

　be　selected　as　the　factors　predicting　sport　the　1）ehavior．

（Journal　of　Health　Science，　Kyushu　University，3：71～85，1981）

緒　言

　国民の運動不足とそれに起因する健康障害が指摘さ

れているが4）9）12）18），スポーッ行動は健康の維持

・増進に貢献することが多い。近年，国民のスポーツ

参加は増加しており17），体育社会学の分野では「ス

ポーッの社会化に関する研究」が多く進められてい
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る6）。

　これらの研究において，人は何故スポーツをする

のか，あるいはしないのか，それを規定している要因

は何かといった分析が多変量解析を用いてなされてい

る。そして，その要因として社会学的要因のみならず

心理学的要因の影響力を指摘している報告が多い。

　粂野ら13）は林の数量化理論第1類を適用して分析

した結果，t般社会人のスポーツ活動の成立要因の一一

つとして，スポーツ志向を指摘している。同じ技法を

用いて心理的要因が見出されたものとして，池田ら5）

注1）運動経験を心理的変数とみたのは過去の運動経

験により形成された態度，信念が現在のスポーツ行動

に関与しているとみたからである。
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の運動経験注1），多々納ら20）のスポーツ好意度，ス

ポーツ観，スポーツ経験があげられる。また，スポー

ッ活動そのものではないが，スポーックラブ所属の要

因をみた金崎ら8）はスポーッに対する態度を見出し，

スポーッ種目の選択行動をみた松田ら14）もスポーツ

活動に対する効果的態度及び運動経験をあげている。

　さらに，小椋ら10）は労働とスPt　一一ツ参与との関係を

重回帰分析を用いてスポーツ満足度，スポーツ経験

の関与を報告し，丹羽らt5）は女子大生を対象に段階

的群差回帰方程式を用いてスポーツ参加意欲，運動

経験を指摘し，山口ら24）はパス解析を用いて運動経

験のスポーツ参与への規定力を見出している。

　このように種々の多変量解析を用いて，心理的要因

のスポーッ行動への関与度が報告されているが，心理

的変数の取り上げ方には理論的裏付けを欠き問題が多

い。

　本研究ではスポーッ行動に関与する要因として心理

的要因と身体的要因の申から行動予測因として有効な

変数を抽出することを目的にした。

方　法

　1．対象
　福岡市内の国立，公立，私立の大学及び短大の1年

生に質問紙法により調査し，資料の完全な男子270

名，女子292名，合計562名を対象とした。

　2．時　期

　昭和54年12月から昭和55年2月。

　3．内　容

　スポーツ行動及びその予測因は図1に示すとおりで

ある。予測因として心理的要因，身体的要因，社会・

経済・文化的要因及びスポーツ関連要因の4つの要因

群をモデルとして考えた。本稿では心理的要因と身体

的要因について取り扱う。心理的要因については既に

筆者ら22）23）がFishbeinの行動予測モデルをランニ

ング行動において検証したので，そのモデルに用いら

れた信念，態度および行動意図を用い，それに性格的

変数を加えた。

図1　スポーツ行動と予測因のモデル
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　　（1）スポーツ行動

　予測される外的基準としてのスポーッ行動は11項目

（図1）調査されたが，今回の分析に用いたスポーツ

行動は，「学校の体育実技を除く，週平均のスポーツ

実施程度」であり，「毎日（週5～6日以上）」，

「ほとんど毎日（週3～4日）」，「ときどき（週1

～2日）」，「ときたま（月1～2日）」，「まった

くしていない」の5段階で測定した。

　　｛2）スポーッ行動の結果に対する信念

　あなたが，「今後，スポーッを継続する」と仮定し

た場合という設問に対し，「体重の調整になる」など

のスポーッ行動のもたらす結果について
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という4段階の確率次元尺度でその蓋然性を測定し

た（53項目）。

　　㈲　スポーツ行動の実施に対する態度

　あなたが，「今日から2週間以内に何かのスポーツ

を実施する」と仮定した場合という設問に対し，その

感情的・評価的側面を，例えば

　　　　　一　非　　や　　や　　非
　　　　　　　常　　や　　や　　常
　　　　　　　に　　　　　　　　　に
　　ゆううつ　l　　l　　l　　l　うきうき

などの対形容詞句を用いた4段階尺度のSD法で測定

した（20項目）。

　　（4）特定状況でのスポーツ行動の実施に対する行

　　　　動意図

　あなたが，「今日から2週間以内に何かのスポーッ

を実施する」と仮定した場合という設問に対し，「あ

まり暇がないとき」などの特定状況について
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という4段階の行動意図を測定した（13項目）。

　　（5）性格

　性格的尺度はY－G性格検査の測定尺度を骨子に21

項目からなる性格特性で構成し，対形容詞句を用いた

4段階（かなり，やや，やや，かなり）のSD法で測

定した（21項目）。

　　（6）身体的要因

　身体的要因としては体格，体力，健康，スポーッ技

術の4領域から構成し，対形容詞句を用いた4段階

（かなり，やや，やや，かなり）のSD法で測定した

（13項目）。

　4．分析方法

　心理的要因の各変数に用いられた項目の適合性をみ

るために，Good－Poor　Analisis（上位一下位分析）

と相関分析（ピァソンの相関係数）を用いた。

　っぎに，信念，態度，性格的変数においては因子分

析（主因子解，Normal　Varimax回転）を用いて因

子の抽出を試みた。

　その結果，信念，態度変数から約50％にあたる項目

が削除され，信念27個，態度10個，行動意図13個，性

格21個及び身体的要因13個の合計84個を予測因とし

た。外的基準に対する判別力は，林の数量化理論第fi

類によって分析し，有効な予測因を精選した。

　なお，ここでの予測される外的基準は「スポーッ実

施，非実施」であり，表1に示すとおりである。

結果と考察

1．質問項目の適合性

信念，態度，行動意図，性格の心理的変数について

表1　週平均のスポーツの実施程度（外的基準）

漂男
子

女

子

270

292

1．毎　　日
（週5～6日以上）

2．ほとんど毎日
（週3～4日）

3．ときどき
（週1～2日）

4．ときたま
（月1～2回）

5．まったく
　しない

29（10．7） 19（7．0） 73（27．0） 102（37．8） 47（17．4）

121（44．7） 149（55．2）

6（2．1） 19（6．5） 71（24．3） 104（35．6） 92（31．5）

96（32．9） 196（67．1）

（注）外的基準として実施程度の高い群（1～3）と低い群（4～5）の2群を設けた
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表2　スポーツ行動の結果に対する信念の因子行列（回転後）

23敏しょう性が増す
・6捻9給身のこなしが
22熟睡するのに役立つ

24食欲を増す

13持久力が向上する

33忍耐力の強い性格を養う

29すっきりした気持になる

12胃・腸の調子がよくなる

7スポーツ技術が向上する

19成人病の予防になる
・4謬だ鋤かしたい欲求をみ

一〇42　104

－ 011　608

　041　564

－ 051　540

－ 045　514

－ 050　461

－ 278　419

－ 111　411

－ 127　357

　005　334

－　192　322

169　　185

224　230

265－020
179　　064

058　　253

342　227

363　005
085　　052

213　318

155　　195

223　160

117－024－017　078
163　－026　　035　－015

131

047

211

057

136

192

071

292

134

123－006
156　　012　－010

136　－068　－176

172　－110　－094

345　－008　－086

268

027

160

293

　　　007　004

　　　020－040

087　－025　－037

044－038
055　　085

019－024

009－014

024　　026

193　　173

332－006

087　056

225－030

163　279

063－　185

009　218

581

503

432

358

499

547

540

355

410

324

368

28グループの連帯感が増す
畦チケットやマナーが身につ

・哩間撲えたり・交友が深ま

40明るい性格を養う

26協調的な性格を養う
39管活がいきいきしたものにな

36魍から多くの情報が得られ

49大学生活が充実する

一　055　　238　　663　　118　　023　　021　－035　－090　　030　　086

－ 033　　099　　652　　265　　119　　　040　　012　　　091　　083　－063

一 104　　　191　　633　　263

－
242　　　210　　631　　　140

－
134　　　267　　　605　　　141

－ 234　　231　　540　　　123

057

087

072

161

139　－056　－115　－088

250　－019　　　022

010　－072　－007

408　－094　　　039

　　　102

125－090

130－008

177－041

　095　　　190　　　526　　　334　　　004　　　059　－011　－　057　　　038　　　027

－
068　　　175　　374　　　333　　064　　　302　－070　－029　　　266　－011

531

541

574

615

504

650

442

458

53膿能力を他人に認めても

52就職の際、有利になる

45特技を養い将来の役に立つ

50可能性への挑戦になる

47スリル感を味わう

43競争する楽しさを味わう

3筋力が増す

一 117

　171

－ 080

－ 071

　020

－ 271

－ 050

107

109

209

283

065

128

262

218

178

201

239

209

302

083

656

564

551

479

431

403

314

015　033

022－102
064

131

054

145

120

086

134

163

215

172　－035　－079

070　　　156　　　006　　　123

022　－057　－081　　　002

051　　　008　　　197　－079

098　－078　　　217　　　010

224　－003　－066　　　020

115　　　067　－一　038　－017

　　　　　　086　287

549

412

453

470

319

430

318

6皮下脂肪がとれる

4体重の調整になる

20スマートなからだになる

一 〇19　　　209　　　050　　　001

－ 053　　　153　　　053　　　069

－ 022　　　235　　　180　　　140

697　　　090　　　038　　　020

6？5　　232　－003　－083

640　－025　　　060　　　009

083　072

057　058

035－089

554

556

531

34楽しい時間を過せる

31余暇の善用になる

・欝曽駕疲労が比㈱が

一
378　　　193　　　339　　　034

－
182　　　182　　　218　　　154

－ 208　　　230　　　067　　　063

131

146

142

518　－006　　043　－063　　021

507　－114　－039　　034　－101

422　－020　－091　　161　　084

588

442

344

46こうまんな態度になる

44粗野な性格をつくる

30無鉄砲な性格をつくる

34？　　　　0　－137

288　－030　－085

348　－043　　　049

126　－047　－041

116　　087　－049

055　　　050　－017

650　　　023　－039　－020

629　　113　－028　－011

517　　　036　　　029　　　063

585

524

405

・・鵠わな体型をつくることeζ1… 015　－051　－004　－032　－044　　154　　397　－oo5
・3・1・・2

・夢をしない強いからだにな

9姿勢がよくなる

固　　　　有　　　　値

全　　分　　散　　比

一 117　　358　　285　　067　　172　　132　－091　　005　　460　　071

－
ol7　　255　　315　　059　　256　　　081　－018　　　031　　421　－093

5．801　3，7134．1142．808　1．967　1．795　1．6040．8150．997　0．802

10．9　　7．0　　7．8　　5．3　　3．7　　3．4　　3．0　　1．5　　1．9　　1．5

500

428

24．416

46．0

（注）　因子負荷量の小数点は省略する


























